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勉強会の開催

　堺アーツカウンシルでは、地域でのアート活動について分かりやすく学び、交流する目的で「アーツマネジメント事始め」
と題し、勉強会を2回実施しました。
　令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の流行などの理由により２回の実施に留まってしまいましたが、２回とも幅
広い年代の方が参加してくださり、堺市内で活動されている方のお話を直接伺う機会にもなりました。
　令和４年度は、よりテーマを細かく設定し、活動をどう他分野に広げていくのか、続けていけるかなどを一緒に解決し
ていけるような勉強会や堺市内でさまざまな活動をされている方が気軽に参加してつながることができる交流会を企画
する予定です。

第1回

テーマ	 ｢地域とアート」の可能性
日　程	 9月14日（火）18時～ 20時
会　場	 オンライン開催
参加者	 19名
内　容	 PD、POがそれぞれ５つの事例を紹介しました。子ども、若者、食と交流、地域の居場所づくりなど、地域

資源とアートをどのように結びつけていったのか、各自の経験を話しました。
	 参加者の１人からは、自分の楽しみとして絵画教室やバンドサークルに参加しているが、堺市文化芸術活動

応援補助金の目的にある「社会的課題の解決」をどう取り入れていけばいいのかという質問がありました。
上田PDは、「社会的課題に対する取り組みは、自分の楽しみからもう一歩足を伸ばしたところにある。絵画
教室に地域の多様な人が参加できるようにするにはどうすればいいかというところを考えてみてほしい」と
回答しました。

	 今回は１回目の開催ということもあり、堺市の文化芸術活動と深く関わるテーマでした。しかし、まだ浸透し
ているとはいえないと感じました。今後も同じテーマで参加者と対話を続けていきたいです。

第2回

テーマ	 ｢地域とアート」実践への学び合い
日　程	 10月14日（木）18時～ 20時
会　場	 フェニーチェ堺　2階　多目的室
参加者	 22名
内　容	 会の前半は、第１回勉強会のアンケートで「どうやったら

助成金の採択がもらえるのか教えてほしい」といった意見
があり、また「令和4年度堺市文化芸術活動応援補助金」
の申請時期が近づいていたため、申請書を書くポイントに
ついて説明し、助成金を探すときのお役立ちサイトや、堺
市の統計データを紹介しました。申請書を書くポイントの
説明では、みなさん熱心に耳を傾けておら
れました。

	 後半は４グループに分かれ、PO、PDが１
人ずつ各グループに入り、参加者自身の活
動を紹介してもらい、活動を続けていくう
えでの困り事などを話し合いました。話題
は、運営方法、次世代継承、広報など多岐
に渡り、参加者同士大きく共感しておられ
る場面もありました。勉強会終了後もあち
こちで話が途絶えなかったことから、この
勉強会が堺市内で活動されている方同士の
ネットワーク形成にもつながったと思います。

文化芸術活動の視察・訪問

　堺市文化芸術活動応援補助金の採択事業の視察に伺いました。実際に事業実施の現場に立ち会うことでコミュニケー
ションや対話が生まれました。事業の進捗をみつめ、計画書や報告書には書ききれない状況や想いに触れることもあり
ます。
　また、採択事業だけでなく、堺市内で文化芸術活動と協働したい企業や他ジャンルの方をお訪ねしました。意見交換
をしながら、新しいアイデアや新しい関係性が生まれます。コロナ禍で出会いを持つことも難しい時期でしたが、時間
のかかることだからこそ、オンラインやメールなども活用し、積極的に出会いの機会を設けました。

視察・訪問件数：41件

＜内訳＞

○一般視察・堺市文化芸術活動応援補助金採択事業視察の別（件）

一　　　般 12

補　助　金 29

合　　　計 41

文化芸術活動に関する相談受付・事業視察

○活動分野別（件）

音 楽 8
美 術 15
演 劇 3
舞 踊 2
伝 統 芸 能 2
茶 道 1
そ　の　他 10
合 計 41

視察・訪問事例

自治会主催の文化活動を視察した際に同
じ地域のこども園と連携して、そこを会
場として公演を実施している例がありまし

た。このことは他の団体、施設との連携の身近な例
として他の事業実施者へも示すことができますし、そ
のことが、その自治会の存在を広めることにもなりま
す。また同じ視察の際に実施者から運営、活動資金
のための相談を受け、改めて寄付を募るのは大変だ
が公演時に寄付金付き入場券（例：1,000円を本来
の入場料、500円を寄付金とする1,500円券とする）
を販売するなど具体例を助言しました。

事業の視察に伺い代表者とお話する中で、
今後の運営の方向性等その団体の代表
者の方がひとりで抱えている問題につい

てお伺いすることが度々ありました。堺アーツカウン
シルが実際に現場でお話をさせていただきそれぞれ
の思いを言語化することで改めてご自身の悩みや問
題に気づくこともあります。そういった場合には、関
係者を具体的に思い出してもらい、協力してくれそう
な人に正直に話してみることをすすめました。	
	
	

第2回「アーツマネジメント事始め」

事例

1
事例

2



23 24

堺アーツカウンシルの活動を多くの方に分かりやすくお伝えするため、次の広報活動を行いました。

堺アーツカウンシル公式ホームページ（堺市ホームページ内）

URL：https://www.city.sakai.lg.jp/kanko/bunka/art_katsudoshien/sakai_artscouncil/index.html
＜掲載コンテンツ＞
○堺市文化芸術活動応援補助金の申請・実施についてのお知らせ
○堺アーツカウンシル主催の勉強会・交流会のお知らせ
○プログラム・ディレクターのつれづれコラム　等

堺アーツカウンシル紹介リーフレット発行

地域の文化芸術環境の現状を把握し課題を収集・分析するため、「令和3年度堺市文化芸術活動応援補助金」採択事業
への来場者、参加者を対象としたアンケートを作成し、調査及び分析を行いました。

○回答数
　　887件

○調査項目
　　・回答者属性（性別、年代、在住地）
　　・来場理由
　　・満足度（企画の目的や内容、会場の広さや雰囲気、入場料・参加費、当日の運営や応対、総合的な満足度）
　　・企画趣旨が伝わったか
　　・堺アーツカウンシルの目的

○調査結果（別途堺市HP掲載）
　各調査項目のクロス集計を行い分析を加え、堺市の文化芸術環境を俯瞰的に捉えることができたことにより、令和4
年度以降の相談受付や伴走支援において、より丁寧に助言を行うべき部分を改めて認識することができました。
　また、各採択事業についても個別に各調査項目のクロス集計を行い分析を加えることで、個々の事業が抱える問題
点や課題が明確な数値に基づいて明らかとなった結果、事業者からの相談に対してもより精度の高いアドバイスを実施
することができるようになりました。

リーフレット表 リーフレット裏

●令和3年度の活動について―

大澤PO：令和3年度の堺アー
ツカウンシル（以下「堺
AC」）の活動を、それぞ
れプログラム・ディレクター

（以下「PD」）、プログラ
ム・オフィサー（以下「PO」）
の立ち位置から振り返って
みましょうか。

中脇PO：アーツカウンシルというと評価（審査）の
公平性を保つための機関って印象だったんですけ
ど、堺ACは“伴奏支援” 、“社会包摂”って言葉
があって、よそ者がいきなり入って、堺での活動と
どう関わるかは、結構手探りしながらやってきまし
た。それが各々で見えてきた1年だったという気が
しています。

川那辺PO：活動の初年度で手探りだったということ、
コロナのせいで採択事業や堺AC主催の勉強会等
がオンラインでの開催になったこともあって、堺
に直接来る機会が少なかったのは反省点です。そ
の中でも何件か調査、視察としてお伺いさせても
らったのですが、堺は面白い街だなって思いました。
ビルの中に能楽堂があったり、熱い思いを持って
子どもと向き合って絵画教室をされている方がいた
り、そこに共感や意気投合できて、2年目はもっと
そういう人と出会っていきたいなと思いました。

宮浦PO：新設の組織で、運営自体が試行錯誤。堺
市内の活動のこともまだ見えていなくて、模索しな
がらの1年でした。だから、それぞれの専門分野の
中で、できる範囲で対応してきました。その中で
堺市とか、市民の姿が見えてきて、何をどうしてい

けばいいのか少しずつ分かってきました。PD、PO
がそれぞれに得意なことも見えてきたし、市内でこ
んな事業が続いてきたんだと驚いたこともありまし
た。関わりが増えることで、双方に発見があり、学
び合えると実感しています。

柿塚PO：例えば、オーケストラのコンサート。それ
は堺でも、東京でも、ドイツでも舞台の上でやるこ
とは一緒。それをどうやって地域の視点からアドバ
イスしたり、協力したりできることがないかという
ことを考えているんです。 “地域文化力”ってどう
いうことなのか、“社会包摂”って言われても舞台
での活動とはなかなか結びつかない。難しいです
けど、それを市民の活動でどう進めていくのかとす
ごく考えます。

大澤PO：僕はPOとしては令和4年度からの着任です
けど、令和3年度は調査研究事業に携わっていまし
た。昨年度はオンラインを中心にやり取りやミー
ティングをして、文化課の職員も含めてアンケート
の調査設計をどのようにするかということから一緒
に議論ができて、これから堺ACでやろうとしてい
ることに対して、どういう情報を集めれば、成果や
課題を把握できるかっていう基本的な指標を作り
ました。PD、POのそれぞれの専門性がありつつ、
その共通言語を一緒に作ることで、堺ACのスター
トに立ち会えたことが嬉しかったです。

上田PD：もうほんとに頼りな
いPDで皆さんに助けられた
1年でした。ありがとうござ
います。個人的な立場から、
私自身が2007年から大阪
にアーツカウンシルを作るっ
ていう運動をしてきましたが、

令和4年度から新たに就任した大澤POも加わり、令和3年度の堺アーツカウンシルの活動を振り返りました。

プログラム・ディレクター（PD） 	 上　田　假奈代
プログラム・オフィサー（PO）	 大　澤　寅　雄
	 柿　塚　拓　真
	 川那辺　香　乃
	 中　脇　健　児
	 宮　浦　宜　子

座談会―令和3年度の活動を振り返って―

座談会メンバー

撮影：成田舞

広報

調査業務



自分がアーツカウンシルとして活動することはイ
メージしていませんでした。いざ実際に堺ACの中
にいると、本当に難しいということを実感していま
す。私は20年間現場にいて、今は中間支援組織と
して行政と現場の間に立つことで、自分がこれまで
やってきたのは調整ではなくて、単に行政へのお
願いだったんだと気付きました。困っているからな
んとかお願いしますと伝えることを提言だと思って
いたのですが、そうではなかった。振り返るといつ
も私自身、活動するときに“人”にずっと支えても
らっていて、アーツカウンシルもきっと“人”なん
だと思ってます。私は大阪ですから隣町が堺市な
んです。だから、堺市で活動している人はすぐそ
ばにいる感覚。他の関西の都市と比べても堺市は
ユニークだと思います。堺市から大阪市に出てい
く人、堺で頑張りたいと思っている人の交流の橋渡
しのような役割ができると面白いと思いました。積
極的に視察に出かける中で、文化会館に立派な陶
芸の窯があることにびっくりしました。さすが茶の
湯の条例のある街 ! また堺ACは市民の学びや出
会いの場としての勉強会や交流会は主催していま
すが、市民向けのワークショップや鑑賞プログラム
のような事業は実施していないので、地域文化会
館の職員、つまり市民の方の表現活動に出会う最
前線の職員の意識が向上すると良くなるんじゃない
かということで地域文化会館の職員向けの研修を
行いました。地道なことを頑張ったと思います。そ
れから公益財団法人堺市文化振興財団も、変革の
中で新しい人材も増えました。堺ACとしても、月
に1,2回は丁寧にミーティングを持ちました。

●堺市の文化的特徴―

大澤PO： 堺市の文化的な特徴について、例えば文
化的な環境や活動内容、市民の気質など、気付い
たところを教えていただけませんか。

川那辺PO：やはり伝統芸
能やお茶は多いと思いま
す。能楽堂が港の近くに
あったり、ある小学校の
壁に南蛮人の絵が描い
てあって、海外の風とい
うか、そういういい風が

吹く感じの街だなと感じることがありますね。多様
性というか、伝統があるのだけど、新しいことにも
チャレンジしてみたいっていう人たちも一定数いて、
それがうまく混ざろうとしている感じがします。

柿塚PO：ユニークな自治会がありました。文化活動
も含めて自分たちの自治会は、自分たちでやるん
だと頑張っていて。寄付を集めたり、こども園と連
携して公演を企画したり。

上田PD：面白かったのが、自治会の企画に若いアー
ティストに来てもらったら、そのアーティストに育っ
てもらえるという風に表現されていましたね。

柿塚PO：自分たちがずっと続けてきた事業に誇りを
持っているし、地域の人の目も肥えている。自治
力とそのプライドみたいなものを感じました。

中脇PO：僕は以前に堺のま
ちづくり会社のタウンマ
ネージャーを1年間してい
たことがあるんですが、日
本全体の歴史にダイレクト
に堺の歴史が繋がってい
るなと思います。一方で、
新しい産業、堺発で全国
の企業になったとか。その混ざっている感じ、現在
と過去が横糸と縦糸のように、しかもそれが層に
なっていて3D（立体）で面白い。だからこそ糸口
があり過ぎて難しいという面もある。

宮浦PO：補助金に申請された事業の分野を見てみる
と、音楽の次に伝統芸能が多いです。確かに、事
業で取り上げられる自分たちの街の歴史が日本の
歴史として全国の誰もが知っているというものが多
くて、そういう資源がたくさんある。これが別の街
だったら、こんなに有名な歴史は入ってこないのだ
ろうなっていうのは感じます。

●「堺市文化芸術活動応援補助金」の成果と課題―

大澤PO：「令和3年度堺市文化芸術活動応援補助金」
の成果と課題について。初年度ですから何が成果
で何が課題か言い切ることが難しいかもしれないけ
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れども、その中でも1年間やってみて見えてきたも
のを共有しましょう。

中脇PO：「スタートアップ支援事業」と「舞台芸術
創造発信事業」については、他の自治体の補助金
でも同じような内容のものを見かけます。一方で、
堺市が社会包摂に重きを置くときにその中間の制
度をどのように作るかがポイントになると思います。

「地域文化力向上事業」は、歴史や伝統など堺に
は資源がたくさんある。一方で、地域性より個別
性にもうちょっとリーチできないか。私はここに住
んで生まれ育ったけど、その中で違和感や課題を
感じることを広げていくようなことなのではないか
と思っています。

宮浦PO：この補助金制度によって、これまで見えに
くかった市内の活動が可視化されたのは大きいと
思います。特に「地域文化力向上事業」の区分では、
長く事業を続けてきた申請団体も多かったし、実際
に視察に行くと、申請書から読み取れる以上の豊
かな事業もありました。また、補助金に採択され
たことで自分たちの事業の公益性を意識したという
事業者もいた。ただ、補助金を活用したくても自
らの活動には活用しにくいと感じて、令和4年度は
申請を見送った採択事業者もおり、課題もあると感
じました。

川那辺PO：補助を受けて事業をすることが1年目だっ
たという印象です。堺ACが採択後もかなりコミッ
トすることに違和感を持った事業者もいたと思いま
す。反対にこんなに助けてくれるのって思った方も
いただろうと思います。申請書の段階でも事業の
見せ方、言葉の選び方など事前に申請者と堺AC
で相談できれば更に補助制度に沿うように書けるの
ではということもありました。

柿塚PO：堺の補助金は、事業の視察に来るとか募集
の段階で文化や芸術以外の視点を求められるとか、
少し面倒なところもあります。でもこれがスタート
地点でこれが堺の基準点になるのだから、お互い
に緊張感があっていいと思います。また書面だけ
では判断しにくい、この事業は面白いかもしれない、
その反対で立派なことが書いてあるけど実現性は
あるのかなど、そのあたりPD、POは細かく捉える

ことができる経験の持ち主。令和3年度の申請書
と報告書を見て、令和4年度の申請書は様式を変
えました。書類を埋めることで事業者の頭の中が
整理できて事業の目的と内容が明確になるような
様式となったと思います。

上田PD： PD、POが補助金審査には直接かかわらな
いからこそ、相談を受けたり、コミュニケーション
を大事にしているのが特徴と言えると思います。

大澤PO：事業者に対する相談、助言を行う一方で、
堺ACの中間支援の役割としては、行政に対する助
言や働きかけも求められると思います。そこからの
制度設計や運用面の改善は何かありますか。

川那辺PO：令和4年度から補助対象経費の謝金の範
囲が狭くなりました。「スタートアップ支援事業」の
ような小さい規模の事業はやりにくいという声を聞
きます。

宮浦PO：公的な補助金制度に
制約があるのは当然だけれ
ど、この補助金制度がめざ
す共生社会とか他分野と協
働する際に工夫が必要なも
のもあると実感しています。
狭義の芸術や文化の枠では
想定されないお金の使い方、
事業の進め方が出てくることもあるためです。ま
た、補助率が1/2であることで、申請をためらう団
体があることも見えてきています。簡単に解決で
きることではないですが、他の自治体の類似の制
度などを堺ACが調査して、市に提案していくこと
も必要かもしれません。

大澤PO：堺市が文化芸術振興で掲げる目的実現に近
づくように、市民にも行政にも堺ACが提案し、意
見を言い続けることが重要ですよね。
中脇PO:市民から行政に直接伝えにくいことでもPD、
POが間に入ることで建設的に伝わるし、現場を知っ
ている専門家として市民とも対話できます。

上田PD：採択事業の一方で不採択事業も同じくらい
大切にしたいと思っています。堺市からの採択結



27 28

果を受けて、不採択となった事業には結果通知の
ときに、堺ACから、事業内容のうち改善を期待す
る部分について併せてコメントをお送りしています。
また採択者には実績報告書を提出してもらった後に
コメントを送り、細かいコミュニケーションを積み
重ねて来ました。公募型補助の課題を少しでも解
消したいと思っています。

中脇PO：堺市の規模が、各事業を丁寧に見ることが
できる一番大きな範囲のような気がしますね。これ
以上規模が大きくなってしまうと、各事業を丁寧に
見ることが難しくなってしまうと思います。

●令和4年度に向けて―

大澤PO：最後に令和4年度以降に向けた目標や、PD、
POとして取り組みたいことをお話しましょう。

柿塚PO：社会包摂と言った
時に現実味のある言葉とし
て想像し、どう事業に落と
し込めるか一緒に見つけて
いきたいと思います。もう
一つはどこまで地域にこだ
わるのかということ。むし
ろ地域を越えることに意味
がある文化や芸術もあるので。堺市は広いから例
えばフェニーチェ堺に行くのも地域外に出かけて行
くという意識の人もいるはずなので。

宮浦PO：市民のみなさんに、堺ACを頼りにしてもら
える状況をつくるためには、まずは、堺ACの存在
を知ってもらい、私たちにできること、やっている
ことを伝えていく必要があります。情報発信の担
当として、ニュースレターの発行や、ホームページ、
Twitterでの発信を通して、まだ対面できていない
市民の方たちへのコミュニケーション量を増やして
いきたいです。

川那辺PO：堺ACのことをよそ者と思う方もきっとい
ると思います。できるだけ顔を出して出かけていっ
て直接話せる機会を作りたいです。一緒に盛り上
げるということを伝えたいと思っています。

中脇PO：僕はアウトリーチや社会包摂型のプログラ
ムをどう組み立てるかを学ぶ市の文化施設の担当
者向けの研修を担当しています。自治体の文化施
設の職員をしていたこともあるので各地域の文化
施設の職員が経験や知見を持つことが、地域の資
源になると思っています。地域の人が近所の文化
施設に相談に来ることができる状況がいいですよ
ね。

宮浦PO：勉強会については、令和4年度は参加者の
活動の底上げや体力づくりに役立つような学びの
場をめざしていくことになりました。市内で活動す
る人たちの出会いの場である交流会も同時に行っ
ていくことで、いろいろなニーズに応えていきたい
です。

大澤PO：調査研究担当のPOとしては、令和3年度
の調査結果は、今後の調査の水準線として捉える
こともできるだろうと思います。令和4年度以降に
向けて、比較の対象ができたということ。初年度
を水準としたときに、変化や推移を提示することで、
堺AC、行政、事業者に対して堺市のめざす方向に
向かっているのかどうかを共有していきたい。3年
目以降に続く道筋を、2年目で提示できるといいな
と思います。

上田PD：令和3年度に手がけ始めたことが形になり
つつあると思います。地域文化会館向けの研修が
堺ACのモデル事業に繋がったり、視察レポートを
書き溜めていたものがニュースレターとして発信さ
れることになったり、Twitterでの広報も始まり堺
ACの活動が見えるようになってきました。勉強会
に加えて、“さかいとあーと井戸端かいぎ”という
ゆるやかな集まりを作って、新しい繋がりづくりも
始めます。大阪府市にもアーツカウンシルがあり、
大阪府の中に堺市がある。それぞれのPD、POの
特徴と現場感のある人たちで構成されている堺AC
だからこそ地域版アーツカウンシルのモデルになる
かもしれないと思って続けていきたいです。
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